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地区の人口動態(１月末) 

  

世帯数 4,082 世帯 前月比  -1 世帯 
人 口  7,686 人   前月比 -16 人 

        (男 3,676 人 女 4,010 人) 
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◆ 

３月度 主要行事予定 
日 

(曜) 
行事内容 

場所 
時間 

２ 
（木） 

新川交通安全の会 
理事会 

センター 
１８：３０～ 

４ 
（土） 

放課後子ども教室 
子ども教室プログラミング教室 

センター 
１０：００～ 

６ 
（月） 

連合いそじ会 
友遊サロン 

センター 
９：００～ 

新川地区社会教育推進委員会 
委員会 

センター 
１８：３０～ 

７ 
（火） 

新川地区コミュニティ推進協議会 
理事会 

センター 
１８：３０～ 

新川地区民生児童委員協議会 
定例会 

センター 
１２：００～ 

新川地区社会福祉協議会 
いきいきサロン 

センター 
１０：００～ 

９ 
（木） 

女性の会 
さわやか学習講座 

センター 
９：００～ 

環境衛生連合会新川支部 
理事役員会 

センター 
１０：００～ 

新川地区自主防災会 
役員会議 

センター 
１８：３０～ 

１０ 
（金） 

連合いそじ会 
理事会 

センター 
９：００～ 

脳内エステ 
センター 

１０：００～ 

１１ 
（土） 

新川地区文教体育委員会 
役員会 

センター 
１８：００～ 

放課後子ども教室 
子ども教室プログラミング教室 

英語教室 (１年生) 

センター 
１０：００～ 

放課後子ども教室 
英語教室 (２年生) 

センター 
１１：００～ 

１４ 
（火） 

新川地区自治会連合会 
理事会 

センター 
１８：３０～ 

新川地区社会福祉協議会 
いきいきサロン 

センター 
１０：００～ 

１５ 
（水） 

新川地区社会福祉協議会 
理事会 

センター 
１８：３０～ 

１７ 
（金） 

新川小卒業式 
新川小 

１０：００～ 
連合いそじ会 

健康教室 
センター 
９：００～ 

２１ 
（火） 

新川地区社会福祉協議会 
いきいきサロン 

センター 
１０：００～ 

２４ 
（金） 

連合いそじ会 
友遊サロン 

センター 
９：００～ 

脳内エステ 
センター 

１０：００～ 

２８ 
（火） 

新川地区コミュニティ推進協議会 
理事会 

センター 
１８：３０～ 

新川地区社会福祉協議会 
いきいきサロン 

センター 
１０：００～ 

 

【新川まちづくりサークル】 

１月２２日（日）ウイズコロナの中、市民ソフトバレーボール

大会に新川地区から混成で１チーム参加しました。 予選リー

グで琴芝・西岐波に連勝し、同率１位で決勝トーナメントに進

みましたが、原にフルセットで惜敗しベスト８で終えました。 

選手の皆さん、お疲れ様でした。 

選手  住友 敏秋 弘津 太治 弘津 元治 

     藤原 初美 楊井 弘美 宮原 洋子 

◆ 第 3 回さわやか学習講座のご案内 

女性の会では下記の通り、第３回さわやか学習講座を開催します。今回は

宇部市の出前講座から、段ボールコンポストの使い方をわかりやすく説明して

頂き、生ゴミの減量方法を学びたいと思います。またゴミについての質問に答

えて頂ける時間も設けて頂きました。 

皆さんで楽しくゴミについて学びませんか？ 
 

講座名 「段ボールコンポストで生ゴミを減らそう！」 

日 時 ： ３月９日（木） １０時～１時間程度 

場 所 ： 新川ふれあいセンター２階大会議室 

※ 参加希望の方は、女性の会の友近(０９０-５２６５-２６０２)まで

ご連絡下さい。 
【女性の会】 

◆ デジタル機器を身近に感じましょう！パートⅢ 

前回（１月１９日開催）に引き続き、スマートフォンの使い方等の簡単な操作

を覚えましょう。 

新川地区内の方であれば参加できますので、ご希望の方は下記までご連絡

をお願いいたします。 

記 

日   時 ： 令和５年 ３月１６日(木) １０時～１１時３０分(予定） 

会   場 ： 新川ふれあいセンター 第１会議室 

内   容 ： 日常的なスマートフォンの使い方 

講   師 ： 新川ふれあいセンター 宮地館長 

定   員 ： １５人 

申込〆切 ： 令和５年３月１０日(金) まで (定員に達し次第締め切ります） 

申込方法 ： 新川ふれあいセンター まで電話でお申し込みください。 

お問合せ・申込先：新川地区社会教育推進委員会事務局 担当：宮地・浜谷 

TEL&FAX ２１－２２５８ (新川ふれあいセンター) 

【新川地区社会教育推進委員会】 

◆ 新川まちづくりサークル参加募集のお知らせ 

新川まちづくりサークルは、幅広い年齢層のメンバーが皆でアイディアを出し

合いながら、地域に役立つ活動をしております。 

２月５日（日）、閉講式を兼ねて路線バスを利用して、常盤公園を散策しまし

た。お天気に恵まれ、ときわミュージアム「世界を旅する植物館」をコンシェルジ

ュガイドの説明を聞きながら、特徴的 

な８つのゾーンの珍しい植物や花、果 

実に出会え、リフレッシュできました。 

新川まちづくりサークルの活動に 

興味のある方は、お気軽にご参加く 

ださい。是非、一緒に楽しい時間を過 

ごしましょう。 

 

【令和５年度の主な活動内容】 

＊園芸教室 ＊さつま芋収穫祭 ＊そば打ち体験 ＊教養講座・研修など 

◆ 第 31 回市民ソフトバレーボール大会報告 

【文教体育委員会】 

◆お問い合わせ先 ： 新川ふれあいセンター ２１ｰ２２５８ 

 

 

 

  

 
 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

「以前は簡単にできていた動作が、最近難しくなってきた」「年々体

力が低下して、気持ちが落ち込む」ということはありませんか？ 

運動は、その時に必要なものを正しく選択し、実行しなければ、理

想とする効果を得にくくしてしまうこともあります。 

この講座では、「体力チェック」と「効果的な運動方法の紹介」を併

せて行い、今のあなたが取り組むべき運動がどんなものか学べま

す。 

「水害発生時における住民同士の呼びかけの意思と 

近隣交流の実態」研究報告と御礼 

 

山口大学医学部保健学科看護学専攻 

４年 藤野舞、今川友理乃、岡田育実（指導教員：斎藤美矢子） 

 

日本では近年記録的大雨の発生頻度が増加しており、各地で大雨

に伴った被害が多発しています。水害の被害を最小限に抑えるために

は早期に避難することが重要であり、「他者からの呼びかけ」が避難

行動を促進することが明らかにされています。 

そこで私たちは、卒業研究で、水害時に避難の呼びかけを行う住民

の意思に着目し、 

宇部新川地区住民の水害時に、近隣住民に呼びかけを行う意思の有

無と、普段の近隣交流の実際を明らかにするために研究を行いまし

た。また、呼びかけを促進する要因と困難にしている要因を検討する

ことで、早期避難の呼びかけを促進する環境づくりの手がかりを得るこ

ととし、 

２０２２年９月１日～９月２１日の間に、新川地区住民（自治会班長）の

皆様にアンケート調査のご協力を頂きました。 

回収数１６９人（回収率３４.６％）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果として、避難時に近隣の住民に対して避難の呼びかけを行うと

思うと回答した人は８４人で６６.０％、呼びかけをしてほしいと思うと回

答した人は８３人で６９.０％であり、新川地区住民が水害の避難時に

お互いに助け合う意識は高いと考えられました。 

（図１） 

近隣交流の中でも近所付き合いや顔見知りが多くなるほど、「呼び

かけを行うと思う」と回答した人が多かったことから、早期避難を促進

するためには、身近な場所で日常的な近所付き合いを促進する環境

を整えることが、重要であることがわかりました。 

なお、新川地区には土砂災害警戒区域と洪水浸水想定区域があり

ますが、本研究では災害リスクのある地域とない地域を区別していな

かったため、リスクの差による意識の違いを生じる可能性も考えられま

す。今後の検討課題としたいと思います。 

本研究の成果は、卒業後の看護活動に活かしていきたいと思いま

す。 

アンケート調査にご協力いただきました自治会長さん 

はじめ、回答者の皆様、誠にありがとうございました。 

 

２月９日（木）、環境衛生連合会新川支部役員と宇部市環境政策課

職員９人が協働で、寒風の中「ごみのポイ捨て禁止および資源ごみ

の分別」を市民に呼びかけながら、西部体育館を経由して道端のご

みや空き缶を回収しました。 

また、まるき小松原店前で買い物客にティッシュを配って、ごみの

減量化・環境美化の啓発活動を行いました。 

地域の環境を守ることの大切さを実感しました。 

参加いただいた皆様、お疲れ様でした。 

◆ 測って知ってからだ改善 in しんかわ 

◆ ポイ捨て防止啓発パトロール 

◆ 水害発生時における住民同士の呼びかけの

意思と近隣交流の実態 

 

 

 

新川社会教育推進委員会主催で「食物アレルギー基礎講座」が、

２月７日(火)に新川ふれあいセンターに於いて開催されました。 

『食物アレルギーについて知ろう』と題して、山口大学大学院医学

系研究科の村上京子教授が講演され、地域住民２７人の参加があり

ました。 

食物アレルギーの基礎知識と災害時の避難所におけるアレルギー

対処法などを学び、食物アレルギーの正確な知識と何気なく見過ごし

ていた食品の成分表が良く理解でき、有意義な講習会となりました。 

◆ 地域づくり講習会 

【新川地区社会教育推進委員会】 

【環境衛生連合会】 

【山口大学医学部保健学科】 

〇日 時  ４月２５日（火） ９：３０～１１：３０ 

〇場 所  新川ふれあいセンター ２階大会議室 

〇内 容  体力チェック・筋力維持のための運動（実技） 

〇申 込 先  新川ふれあいセンター  （☎２１－２２５８） 

〇申込締切  ４月１４日（金） 

【宇部市地域・保健福祉支援チーム】 

 

 

 

 

 

 

 


